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(1) 

司男 議会だよリ

た
、
大
津
町
と
の
四
羽
田
の
条
一
物
園
の
移
転
を
計
画
し
て
い

件
は
、
具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
了
。
。
何
よ
り
も
住
民
の
統
一
を

い

る

か

。

一

ね

が

っ

て

い

る

。

答
十
七
位
円
を
か
け
て
、
一
一

同

和

対

策
事

業

副

一

問
、
五
O
O
坪

の

建

物

を

建

て

一

一

一

件

名

一

内

容

一

端

蹴

る
わ
け
で
、
約
七
O
パ

1
3一
に

つ

い

て

一
『
州
制
凶
器
針
型
車
プ
ロ
ッ
ク
一
ご
り
可
山
ー

ト
進
行
し
て
お
り
、
目
下
、
内
一

関

市
は
、
同
和
対
策
事
業
一
一
戸
部
改
正

i

t

-

-

1

一廃
止
に
伴
)
改
恒
「
一
(
詮
唄
M
l

装
工
事
に
入
っ
て
い
る
。
移
転
一
特
別

s
iづく
地
械
と
二
郎
防
引
法

2
1
2日
以

九

い

た

|
ぃ

ー

は
来
年
度
の
上
旬
に
な
る
予
定

τて
、
ど
こ
を
指
定
し

t
の一
一甲
府
耐
震
問
問
州

ω引
関
知
務
上
二
事
故
の
場
創
刷
出
武
一

パ

ー

で

あ

る

。

一

か

。

市

が

考

え

て

い

る

事

業

一

一す
る
条
例
の
一
部
改
正
l

職
の
例
外
規
定

i
t
-
-ぃ
ーー

堀
之
内
町
と
の
約
束
は
、
完
一を
、
具
体
的
こ
一
戸
せ
。
自
治
体
一
一J
町
市
治
扇
面
頃
時
ほ
務
開
冷
政
主
に
伴
い
、
補
償
一

グ

一

!

，

一

一災
担
制
償
条
例
の
一
部
改
正
一
額
の
改

E
l
i
-
-

「
ト
ー
ー

全
に
履
行
す
る
積
り
で
あ
る
。
一
は
凶
地
主
義
を
中
心
に
、
民
主
原
点
即
断

Z
1成
報
一
政
令
改
正
問
川

J
又
ム

ペ

ー

進
入
道
路
、
区
画
笹
理
事
業
に
一
的
な
同
和
行
政
官
長
せ
よ
。
一
金
支
給
条
例
但
正
「

Z
2
R
1
a
f一l
h

|

つ
い
て
は
、
道
路
は
一
工
区
は
一
答
同
和
行
政
は
、
市
内
に
罫
域
協
喝
容
戒
球
審
協
議
誕
側
一
1
d
l

|

完
成
、
ニ
工
区
は
十
月
か
ら
十
一
在
住
す
る
一
部
の
人
々
の
生
活
一
一引
|
一
よ
〉
J

引

1
l
i
一
2
M二
一
J
E

一

y

一

一

帯

滋

路

線

の

認

定

一小
淑
二
号
線

一

グ

二
月
の
間
に
泊
工
す
る
。
区
画
一
安
定
を
閃
る
こ
と
が
克
務
と
考
一
円
い
れ
い
ド
い
い
ー

I
L
-
-
1Illi--Hnナ
l
i
s

-

整
理
に
つ
い
て
は
、
調
整
区
域
一
え
て
い
る
。
対
必
地
域
は
東
部
一

J
謀
総
の
認
定
一
咽
刊
馴
側
者
住
宅
問
地
内
一

。

浬
惜
]
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
一
答
常
国
是
水
地
術
の
解
消
一
で
は
あ
る
が
、
県
と
協
議
し
て
一
地
区
と
し
、
地
名
は
出
さ
ず
倒
一
一市
居
表
出
の
実
施
に
つ
い
一住
吉
本
町
川
辺
地
域
一

ρ

た
、
国
体
と
駅
近
代
化
事
業
は
一
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
事
業
を
一
や
っ
て
い
き
た
い
。
一
人
を
対
象
と
し
て
申
請
し
、
認
ア
ー

--
J
Z町
酌

gli--2

一
:
}
一
大
津
町
と
の
約
束
に
つ
い
て
一
定
さ
れ
た
。
事
業
は
住
宅
建
設
一
一岡
山
和
五
十
四
半
反
甲
府
市
一
笑
¥
中
小
企
業
融
資
質
-

表
明
世
一
体
の
事
業
と
の
認
識
に
一
早
期
に
完
成
す
る
事
カ
江
袈
て
一は
、
同
町
が
研
究
会
と
自
治
会
一資
金
の
融
資
、
中
小
企
業
融
よ
一外
相
富
山
削
正
誤
出
前

m
w一
昨
日
間
山
川
崎
畑
一
間
生
。

立
っ
て
、
当
面
国
体
に
つ
ハ
て
一
あ
る
。
年
次
計
画
で
鋭
意
努
力

一

一

r一一一一一
引〉

E
L
f
-
-F
3
1
4m
v
s
法山町一
川
此
酌
臨
ん
骨
」

一

一

に

分

れ

て

い

る

が

、

ま

ず

そ

の

一

事

業

を

主

に

や

っ

て

い

く

。

混

一

一
i
:

一i
回
協
刻
午
ニ
判
九
万
円
一

は
そ
の
主
会
舗
の
誘
致
に
司
よ
し
て
い
く
。
下
川
崎
区
に
つ
了
本
化
を
望
ん
で
い
る
。
一
万
一
住
地
階
で
も
あ
り
、

住
民

2
一利

型

登

校

内

盟

国

間

3
3
n-1

て
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
平
一
い
て
は
一
級
河
川

r
Hに
接
続

一

一

。

一

一
幻
枇
也
氏
m
削
除
創
業
特
即
畑
一引
勧
E
4
4
-

B
i--
¥

一十

i
一

グ

近
隣
町
村
の
協
力
を
い
た
だ
と
し
て
い
る
大
堰
の
改
修
に
五
十
一
宮
収
の
約
百
、
て
こ
に
塾
京
第
一
に
必
裂
で
あ
る
一
胤
昨
相
手

EFPIll-522F1

一

一

一

一昭
和
五
十
四
年
度
甲
府
市
管
挺
消
対
及
び
布
設
、
刊
す

中
山
川
町

U
M
H
U
U
E
M
Uリ
計

十

日

一

新

動

物

園

は

大

津

町

に

正

建

議

月

山

一盟

諸

協

同

L
l

ig--万関係
者
と
協
議
し
て
い
る
。
一
間
市
長
の
公
約
で
あ
る
動
一

回

を

盟

主

義

動

物

思

一

川

ヨ

ヨ

j
T
J
3ぃー

の
促
進
に
当
っ
て
お
り
、
国
鉄
一
武
田
辺
り
国
鉄
庁
舎
附
近
の
浸
一
物
園
芸
員
に
つ
い
て
。
一
号
計
画
し
た
。
そ
の
後
用
地
一一吠

湖

沼
U

習
酬
明
湖
沼
討
羽
判
型

2
4パ
ー

間

新
総
合
計
画
の
推
進
に
一
つ
て
は
、
市
民
参
加
体
制
の
二
当
局
も
積
極
的
に
取
組
む
き
一
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
濁
川
と
一
菩
動
物
凶
の
移
転
に
つ
い
一
位
保
、
造
成
問
題
、
上
水
道
、

一一間
炉
供
統
結
引
ヴ
い
一一
日
間
終
室
崎
必
要
ム
|

川
ii

当
つ
て
の
市
川
喜
加
の
基
本
的
一
周
の
整
備
を
図
り
。
市
民
に
よ
一
約
束
さ
れ
、

目
傑
年
度
等
確
認
一
藤
川
へ
排
除
し
浸
水
の
防
除
を
一
て
は
昭
和
凶
十
六
年
動
物
闘
桂
一
同
貯
水
等
不
ツ
ク
と
な
り
事
実
上
一
市

川

ぺ
J

・
一
川
一
]
一枕
一
四
肥
満
山
中
浦
山
市
¥
什
一

i
ぃ

ー

な
考
会
と
そ
の
具
体
的
な
方

τ、
市
民
の
た
め
の
都
市
づ

く

一

し

た

。

一

凶

っ

て

い

る

が

、
な

お

還

を

宮

市

議

ぎ

を

位

し

、

専

5Mと
な
っ
た
た
め
現
在
改
め
当
契
約
の
警
日
ど
猷
融
緩
強
制
1
泥

A
---JI

策
及
び
国
体
の
主
会
場
、
甲
府
一

2
を
基
本
番
と
し
て
、
て
一
財
政
錨
置
に
つ
い
て
は
、

一調
査
し
対
処
し
て
い
く
。
そ
の

一
門
家
の
意
見
高
き
市
内
十
カ
一
て
市
部
平
た
ん
地
の
候
補
地
と

F
五
十

E
E
E市
一
け

れ

れ

日

目

一J
I
l
l

四

日

目

昨

日

型

事

業

よ

れ

ば

弓

図

っ

て

い

く

所

存

で

一

日

十

日

当

日

一

日

れ

い

お

ば

バ

一

読

刊

誌

刊

誌

一

し

大

津

町

を

考

え

て

い

る

。

一

庁

吸

器

1
2
3
m地
説
明
円

一十

苔

市
民
診
加
の
中
で
策
定
一
具
体
的
主
と
し
て
は
、
現
一
ぃ
。

一で
、
て
の
解
消
に
努
め
た
い
。
一

一一

i
自
ι川
崎
川
任
市

l

i

l

-

-

f

1

0

一
同
同

し
た
新
総
合
計
画
の
推
進
に
当
一
在
制
度
化
さ
れ
て
い
る
市
民
対
一

常

習

冠

水

地

得

一

堀

之

内

区

画

整

一

地

震

防

災

対

策

は

一
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
一

1

1

1

1

1

1

「

υi

一

一
話
、
市
政
モ

ニ
タ

l、
市

民

意

一

一

一

T
I
l
l
-
-
l
l
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
--
-

三
向
調
査
等
市
民
参
加
の
方
途
上

の

解

消

策

は

一

理
事

業

を

約

束

一

問

地

震
防
災
対
策
に
対
す
一
る
。
更
に
緊
急
に
君

九
月
定
例
会
は
、
九
月
七
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
九
月
十
四
日
ま
で
と
決
め
、
問
叩
府
市
市
営

住
宅
条
例
の
一
部
改
正
等
六
件
、

昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
補
正
予
鉾
凶

件
、
市
道
路
線
の
認
定
二
件
、
そ
の
他
五
件
の
十
七
件
を
可
決
、
教
寄
，
委
員
の
選
任
等
人
事
二
議

案
に
同
意
し
、
議
員
提
案
の
「
石
油
関
連
製
品
の
供
給
、
価
格
安
定
「
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出

を
決
め
た
ほ
か
、
昭
和
五
十
三
年
度
各
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
決
算
特
別
妥
員
会
に
付

託
の
う
え
、
閉
会
中
審
査
す
る
と
と
と
し
、
八
日
間
に
わ
た
る
会
期
を
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
特
別
会
計
補
正
予
算

八
億
八
千
五
百
万
円
を
可
決

• 

一
般
質
問
は
九
月
十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
鈴
木
豊
後
、

中
込
孝
文
(
社
会
党
〉
、
早
川
光
国
(
公
明
党
)
、
小
沢
綱
雄

(
政
友
会
)、

千
野
嘩

(
新
政
タ
ラ
プ
〉
、

武
川
和
好

(共

陀
党
)、

長
瀬
正
左
衛
門

(
明
政
ク
ラ
ブ
)
、

土
屋
直
(
公

正
ク
ラ
ブ
)
、
上
回
英
文

(
政
和
会
)
、
の
九
氏
が
各
党
派

を
代
表
し
当
面
す
る
市
政
の
問
題
に
対
し
活
発
な
質
問
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
て
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大

型

事

業

推

進

に

市

民

委

員

会

を

設

置

一一9月定例会日程一一

月日|曜日| 日 程

9・71 金|開会、提案理由説明

8 1 土 |議案調査のため休会

9 1① |休 会

10 1 月 |質疑及び市政一般質問

111火| " 
12 I 水 I委員会'付託
131 木|各常任委員会

141 金 |霊長干龍、決算特別委

昭
和
五
十
四
年
九
月
市
議
会

定
例
会
提
出
議
案
と
内
容



者
住
宅
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
一
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
議
案
九
四
号
請
負
契
約
の
締
出
日

制
定
に
つ
い
て
、

一
議
案
第
九

一
号
請
負
契
約
の
一
結
に
つ

い
て
〔
大
津
終
末
処
理
一

1

一

議
案
第
八
五
号
市
道
路
線
の
一
変
更
契
約
締
結
に
つ
い
て
(
山
一
場
汚
泥
処
理
電
気
設
備
工
事
)

出

、広
三

認
定
に
つ
い
て
(
小
瀬
三
号
一
城
幹
線
下
水
道
管
布
設
工
事
ジ
一
の
五
案
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
一
一

@

川

線

〉

一

l

ル

ド

工

)

一

事

業

は

規

僕

も

大

き

く

、

市

民

一一

議
案
第
八
六
号
市
道
路
線
の
一
議
案
九
二
号
請
負
契
約
の
変
一
の
関
心
も
高
い
の
で
、
工
事
の
…
…
わ
が
国
の
物
価
は
、
昨
年
い
ま
す
。
価
格
の
上
昇
に
と
も
な
う
イ
倍
置
法
」
を
発
動
し
、
価
格
と
一
一

認
定
に
つ
い
て
(
国
母
勤
労
者
一
更
契
約
締
結
に
つ
い
て
〔
住
吉
一進
捗
状
況
等
を
極
力
安
員
会
に

一一

秋
以
来
の
卸
売
物
価
の
著
し

し
た
が
っ
て
、
石
油
製
品
ン
フ
レ
・
物
価
の
抑
制
に
全
供
給
の
安
定
を
図
る
こ
と
。
町

一
住
宅
団
地
一

号
線
ほ
か
九
路
一
幹
線
下
水
道
管
布
設
工
事
y
l
一
報
告
す
る
な
か
で
、
事
業
推
進
川
い
腿
勢
と
、
そ
れ
を
後
追
い
の
供
給

・
流
通
の
円
滑
化
に
力
を
あ
げ
、
次
の
諸
対
策
を
て
独
禁
法
の
運
用
者
強
化
一
一

一線

〉

一

ル

ド

工

)

一

に

万

全

を

期

す

よ

う

要

望

が

あ

出
す
る
消
費
者
物
価
の
上
昇
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
強
力
に
実
施
す
る
こ
と
を
強
し
ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
、
同
調
的
一
一

日

一

議
案
第
九
五
号
昭
和
五
十
四
一

議
案
第
九
三
号
請
負
契
約
の
一
り
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く

…一

加
え
、
六
月
末
の
石
油
輸
出
不
当
な
価
格
上
昇
に
対
し
て
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
値
上
げ
な
ど
を
規
制
す
る
こ
一
一

噌
h
A

一

一

一

;

月

十

年

度

甲

府

市

農

業

共

事

事

会

一
締
結
に
つ
い
て
(
大
津
終
末
処
一当
局
の
原
築
の
と
お
り
可
決
す

出
国
機
精

(O
P
E
C
)
総

会

は

厳

し

く

対

処

し

な

け

れ

ば

す

。

と

。

叫

一計
補
正
予
算
〔
第
一
一
一
号
〉

一理
想
簿
記
砂
池
田
植
械
設
備
工一
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

T

の
原
油
価
絡
の
大
幅
値
上
げ
な
り
ま
せ
ん
。

て
国
民
経
済

・
国
民
生
活

て
消
費
者
物
価
高
勝
の
中
一
一

汁

筈
響
戒
本
部
条
例
制
定
に
つ
い
一
過
去
数
回
に
わ
た
り
実
施
し
た
一
議
案
八
八
号
昭
和
五
十
四
年
一事
)

一

一一

に
よ
り
ニ

0
ド

ル

原

制

時

代

も

L
、
現
状
の
供
給

・
流

の

上
か
ら
重
要
な
物
資
に
つ
で
公
共
料
金
の
値
上
げ
は
諸
U

μ

て

、

一

経
験
か
ら
生
じ
た
問
題
点
を
参
一
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算
一

に
入
り
、
阪
池
の
供
給
量
の
通
が
さ
ら
に
門
滑
を
欠
き
、
い
て
は
、
買
占
め
宛
惜
し
物
価
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
官

か

議
案
第
八
八
号
昭
和
五
十
四
百
し
、
地
元
住
民
の
十
分
な
こ
(
第
三
き
中
当
安
員
会
所
管一

決

算

審

査

特

別

委

員

会

を

設

置

で

小
足
と
相
ま
っ
て
深
刻
な
事
ま
た
、
有
効
な
物
価
対
策
が
み
、
隠
匿
、
不
当
な
値
上
げ

い

と

ニ
る
か
ら
、
値
上
げ
を
一

掬

年

度

甲

府

市

一

般

会

計

補

正

予

一ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
中
で
実
施
一
分
の
六
楽
に
つ
い
て
は
、
い
ず
一

一

態
に
陥
る
懸
念
が
強
ま
っ
て
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ィ
ン
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
厳
し
い
抑
制
す
る
こ
と
。

ロ

院

一

議
案
第
八

一
号
甲
府
市
職
員
一算
(
第
三
号
)
中
総
務
委
員
会
一す
る
よ
う
要
望
か
出
さ
れ
ま
し
一
れ
も
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
一

九
月
定
例
会
に
、
昭
和
五
十
一二
月
定
例
会
で
報
告
す
る
予
定

中
お

り

ま

す

。

フ

レ

・
物
価
高
は

一
段
と
高

監
視
、取
締
り
を
行
う
こ
と
。
右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
一

一
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
一所
管
分
、

τ。
す

と

お

り

可

決

す

る

も

の

と

色

-一
一
年
度
甲
府
市
各
会
計
別
決
算
一
で
す
。

…

す
で
に
、
石
油
製
品
や
石
進
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
ま
た
、
石
油
製
品
の
便
乗

九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
川

一
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

一

議
案
第
九
六
号
教
育
委
員
会
一
議
案
第
八
八
号
昭
和
五
十
四
一
し
ま
し
た
。

一

ほ

か

中

央

卸

売

市

場

事

業

、

長

一
委
員
長

小

林

康

作

中
油
化
学
製
品
の
価
格
は
若
し

り
、
や
が
て
、
イ

ン
フ
レ

・

値
上
げ
を
防
ぐ
た
め
、
原
油
意
見
轡
を
提
出
い
た
し
ま

山

一
て
、
こ
の
条
例
の
執
行
に
当
つ

一安
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

一年
度
甲
府
市

一
般
会
計
補
正
予
一

一業
共
済
事
業
、
病
院
事
業
、
水
一
副
委
員
長
原
田
正
八
郎

…ト

く
高
腿
し
、
ま
た
、
原
油
輸
不
況
が
同
時
化
し
国
民
経
価
格
の
値
上
げ
に
よ
る
正
確
す
。

一

一て
は
、
長
の
自
由
裁
量
に
よ
る
一

議
策
第
九
七
号
公
平
委
員
会
一算
〔
第
三
号
)
中
所
管
分
、
一

}

一道
事
業
の
四
企
業
会
計
決
算
の

一

委

員

一

一

入

量
が
予
定
訟
を
ほ
ぼ
確
保
済

・
国
民
生
活
に
与
え
る
影
な

コ
ス
ト
上
昇
を
試
算
し
、

昭
和
五
十
四
年
九
月
十
四
日
比

り
一
こ
と
な
く
、
法
規
に
も
と
づ
い

一委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
一
議
案
八
九
号
昭
和
五
十
四
年
一

水

道

委

員

会

一認
定
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
ま
一
上
田
英
文
、
市

川

正

雄

一し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
符
は
は
か
り
し
れ
な
い
も
の

公

表

す

る

こ

と

。

甲

府

市

議

会

一

一
た
、
客
観
性
の
あ
る
運
用
を
図
一

議
集
九
八
号
昭
和
五
十
四
年
正
甲
府
市
国
民
健
康
保
険
事
業
一

一し

た

。

一

福
島
勇
、
込
山
貴
雄
一
一

ず
、
漁
業
平
股
業
、
運
輸
業
と
な
り
ま
す
。

て

生
産
、
流
通
、
価
格
の
内
閣
総
理
大
臣

d

u

;
一

る
よ
う
要
望
す
る
意
見
が
あ
一度
甲
府
市

一
般
会
計
補
正
予
算
一特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
二
議
案
第
八
八
号
昭
和
五
十
四
一
議
会
は
、
九
月
十
四
日
の
本
一
鈴
木
豊
後
、

中
込

孝
文

一
な
ど
に
お
い
て
は
原

・
燃
料
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
実
般
を
把
媛
し
、
必
袈
に
応

大

蔵
大
臣

一

一

ょ
一

り
、
全
員
異
議
な
く
当
局
原由来
十
(第
四
き
の
七
案
に
つ
い
て
一
号
)
以
上
三
築
に
つ
い
て
は
、
一
年
度
甲
府
市
一

般
会
計
予
算
一会
議
4
1

こ
れ
を
審
査
す
る
一

早
川
光
図
、
山
中
繁
芳
己

の
灯
油
、
軽
油
、
重
油
等
の
石
油
関
連
製
品
の
生
産

・
流
じ
日
占
的
売
惜
し
み
防
通
商
産
業
大
臣

~
あ
て

…一

色・一

の
と
お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
一は
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
亡
ず
れ
も
全
員
異
様
な
く
、
当
一
〔
第
三
号
)
中
当

(2) 

.~ 

l 

パ，、

石
油
関
連
製

安の
供
定 給

開審
す 日

る

意

見

書

九
月
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
十
三
日
委
員
会
を
開
会
、
慎
重
に
審
査
し
た
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

総

務

委

員

会


